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	応用
	抗原情報
	背景
	HLA-Aは、HLAクラスI重鎖パラログに属します。このクラスI分子は、重鎖と軽鎖（β2ミクログロブリン）からなるヘテロ二量体です。重鎖は膜に固定されています。クラスI分子は、小胞体腔由来のペプチドを提示することで、免疫系で中心的な役割を果たします。これらはほぼすべての細胞で発現しています。重鎖は約45 kDaで、その遺伝子には8つのエクソンが含まれています。エクソン1はリーダーペプチドをコードし、エクソン2と3はペプチドに結合するα1ドメインとα2ドメインをコードし、エクソン4はα3ドメインをコードし、エクソン5は膜貫通領域をコードし、エクソン6と7は細胞質末端をコードします。エクソン2とエクソン3内の多型が、各クラス1分子のペプチド結合特異性を担っています。
	研究分野
	エンドサイトーシス、細胞接着分子（CAM）、抗原処理および提示、ナチュラル キラー細胞を介した細胞傷害、I 型糖尿病、自己免疫甲状腺疾患、同種移植拒絶、移植片対宿主病、ウイルス性心筋炎。
	画像データ
	

	HLA クラス I 抗体を使用した、Ramos 細胞の溶解物のウェスタン ブロット分析。
	

	HELA細胞のウェスタンブロット分析。抗体は500倍希釈。二次抗体は1:20000倍希釈。

